
特徴 
茶色く、地味な虫です。 
茶の木をたたくと落ちてきます。 
被害は夏から秋にかけて見られます。 
 

被害と対策 
茎をかじって折ったり、葉に穴を開けたりします。 
京都では被害はあまり報告されていませんが、 
静岡や鹿児島では問題になっています。 

マダラカサハラハムシ（Leaf beetle） 
Demotina fasciculata 

茶の病害虫 

成虫（体長3～4mm） かじられて折れた枝 
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